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21104 ＜アドミッションポリ
シーの明確化＞ 
アドミッションポリ

シーを点検評価すると
ともにホームページ等
大学の広報媒体を活用
して情報発信を行う。 

 アドミッションポリシーの点検評価を行った結果、現行の

アドミッションポリシーは修士論文コースとＣＮＳコース＊

が同一であるため、両者の差別化が課題となった。特にＣＮ

Ｓコースは平成３３年度から３８単位専門看護師教育課程へ

の移行するため、カリキュラム改正を視野に入れ、カリキュ

ラムポリシー＊及びディプロマポリシー＊との整合性を図り

つつ、継続的に検討していくこととした。 

 研究科のアドミッションポリシーは、本学ホームページ上

でカリキュラム、入試情報等と掲載し、多くの受験希望者に

周知できるように努めた。 

（関連項目：21108） 

 

＊ＣＮＳコース 

専門看護分野における看護師のスペシャリストとして機能

することができるように、卓越した実践能力の開発をめざす

専門看護師（Certified Nurse Specialist）を養成するための

教育課程で、日本看護系大学協議会より認定されている。本

学では母性看護学及び精神看護学の専門看護師教育課程をも

つ。 

 

＊カリキュラムポリシー 

教育課程編成・実施の方針。ディプロマポリシーの達成の

ために、どのような教育課程を編成し、どのような教育内容・

方法を実施し、学習成果をどのように評価するのかを定める

基本的な方針。 

 

＊ディプロマポリシー  

 学位授与方針。各大学、学部・学科等の教育理念に基づき、

どのような力を身に付けた者に卒業を認定し、学位を授与す

るのかを定める基本的な方針であり、学生の学修成果の目標

となるもの。 

●本学大学院修士課程は、論文コースと専門看
護師（母性看護学及び精神看護学）教育課程と
してのＣＮＳコースとから成る。専門看護師教
育課程を認定している日本看護系大学協議会
は、平成２３年に、より実践能力を備えた専門
看護師の養成をねらい、「臨床薬理学」、「フ
ィジカルアセスメント」、「病態生理学」の科
目の新設に加え、必要な単位数を３８単位に増
加した新しい教育課程を決定した。このため、
本学は、現在認定されている専門看護師教育課
程を平成３３年度からも引き続き本学研究科
に設置するには、平成２９年度にカリキュラム
最終案を決定し、平成３０年度に申請、平成３
１年度４月から３８単位の専門看護師教育課
程とすることを予定している。 
本学大学院修士課程のこのような特殊な状

況を考慮すれば、修士課程担当教員は、早急に
一致して問題の所在を確認し、平成２９年度の
新カリキュラム案決定に向けて協力体制を構
築すべきである。そのような計画性ある展望と
準備がなければ、本平成２８年度に広報すべき
平成２９年度用のアドミッションポリシーも
策定できないであろう。 
 
●CNSコースについては、県内保健医療施設に
十分な情報を提供し、入学者の増加を図られた
い。県内看護の質の向上にもつながるものであ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 大学院のカリキュラムについては、平成 
２８年度から研究科常任委員会で検討を開始
し、それに含めてアドミッションポリシー等
の３大ポリシーの改正も検討していきます。 
ＣＮＳコースにおいて改正したカリキュラ

ムの運用を始めるのは平成３１年度からにな
ります。 





 

 

質問・確認・資料要求票に対する回答書、説明資料 

 
 

4 
 

 

 

国家試験の合否結果
や出題状況の分析を行
い学生への指導に活用
する。 
また、国家試験模擬

試験を実施し、問題の
傾向や試験慣れ、弱点
の克服等に役立てる。 

４月のガイダンスにおいて各学年に対応した国家試験対策の

内容を説明し、学生の意欲を高めるよう働きかけた。 

 国家試験対策ワーキンググループで、平成２７年度国家試

験問題について出題基準に照らし、出題数・難易度・出題形

式を分析し、その結果を本学教員に周知するなどして指導に

活用した。 

 平成２７年度の国家試験模擬試験は、看護師４回、保健師

２回、助産師３回の実施であった。模擬試験結果を分析し、

教務委員会を通じて全教員に情報提供を行った。成績不振者

については、チューターに対して学習指導やモチベーション

維持のための関わりを依頼した。 

 ９～１０月にかけて医療系国家試験対策予備校による看護

師国家試験対策特別講座（２日間）及び保健師国家試験対策

特別講座（２日間）を本学において開講した。学生アンケー

トからは「わかりやすかった」等の意見が多く、約９０％か

ら「満足」との回答を得た。 

 ４年間の学習の総括的内容としている「看護総合特論」の

授業は、２単位３０時間で開講し、各領域で精選した内容の

講義を行った。自由科目ではあるが履修対象の学生９２名全

員が履修した。 

 平成２８年２月に実施された看護師等の国家試験の結果

は、看護師国家試験は９２名が受験し、１名が不合格となっ

た。保健師国家試験も９２名が受験し、７名が不合格となっ

た。助産師国家試験は１２名が受験し全員が合格した。 

国家試験の合格率は１００％であり、他方、
新卒者の合格率の全国平均は、看護師９７．
４％、保健師９３．５％、助産師９９．６％
である。明らかに保健師国家試験の合格率は 
全国平均より低く、改善を図る必要がある。
特に、本学は、第二期中期計画においても、
学部教育において、看護師養成と保健師養成
とを区別しない統合カリキュラムを掲げてお
り、保健師の国家試験合格率の低さはこの点
からしても問題が大きく、改善が望まれる。 
 
●学生が相談しやすい制度であることが必須
条件であるので､大学の事情に応じた制度を
検討されたい。 
 
●「大学生活に関するアンケート」の回収率
改善を評価する。 
 

●今後もきめ細かな学習支援に関する取組の
強化を図って頂きたい。 
 
●看護大学入学の最大の目的は国家試験合格
にあると思うので、最大の努力をお願いした
い。 
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番号 年度計画 実施状況等 
法人 
評価 

委員 
評価 

委員コメント 
委員会 
評価 

評価委員会のコメントに関する大学
の意見 

23104 ＜卒業生への継続

的教育＞ 

卒業生のニーズ

を把握するため、

本学卒業生全員を

対象に現在の就労

状況等の調査を引

き続き行い、個々

の教員による支援

にあわせて、地域

交流センター事業

による支援を実施

する。 

 卒業生全員に対して、現在の就労状況調査を行い、結果

の解析を行えるよう単集計を行った。卒業生の支援につい

ては、個々の教員に対して９３件の相談等が寄せられ、教

員各自が対応・支援した。また、以下の地域交流センター

事業に卒業生の参加を得て、看護の実践力の向上を支援す

るとともに、卒業生同士の情報交換や気持ちの共有を促

し、大学の情報提供を行う等の支援を行った。 

・「新人助産師の臨床実践能力育成のための研修体制構築」

（７名） 

・「周産期における母子・家族支援のための臨床助産師の

看護実践能力育成」（４名） 

・「地域の子育て支援の担い手養成サポート事業」（３名） 

・「初歩の電子カルテ／今さら聞けない電子カルテの基礎」

（１名） 

・「認知症ケア看護師研修」（２名） 

・「卒業生のきずなネットワーク」（５１名）、情報交換

や大学の情報提供を行うとともに、 

 

卒業生相互の話し合いや教員の相談により卒業生を支

援した。 

同窓会事務局を地域交流センター内に設置するとともに、

同窓会ホームページの運用を本学情報センターが支援し、

同窓会の協力を得て卒業生１，５００名に対して就労状況

調査を行うなど、卒業生の支援のために同窓会との連携を

強化した。 

 

Ⅳ  ●卒業生の支援をめぐり、個々の

教員に対して９３件の相談等が

寄せられ、教員各自が対応・支援

した。また、６件の地域交流セン

ター事業に卒業生の参加を得て、

看護の実践力の向上を支援する

とともに、卒業生同士の情報交換

や気持ちの共有を促し、大学の情

報提供を行う等の支援を行った。 

このような卒業生への継続的

教育の充実は高く評価される。 

 同窓会事務局を地域交流セン

ター内に設置し、同窓会ホームペ

ージの運用を本学情報センター

が支援するなど、卒業生の支援の

ために行った同窓会との連携強

化は、評価される。 

 

●卒業生への支援事業は評価で

きる。参加者を増加する検討がほ

しい。 

 

 

●卒業生の経済状況等の調査、奨

学金返済などの項目があったか

どうかお教え願いたい。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業生全員に行った就労状況調査

においては、経済状況や奨学金返済

などにかかる調査項目は設けていま

せん。 
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番号 年度計画 実施状況等 
法人 
評価 

委員 
評価 

委員コメント 
委員会 
評価 

評価委員会のコメントに関する大学
の意見 

研究審議会で審議･確認する必要

があるのではないか。 

 

●組織を作り､学長のリーダーシ

ップのもと組織的運営が行われ

れたことは評価できるが､法人の

評価はⅢであることはなぜか。 

 

●監事２名は常勤か非常勤かお

教え願いたい。 

 

●今後も迅速な意思決定や機動

的な大学運営を図って頂きたい。 

 

 

平成２７年度は新理事長が就任し

た初年度の年でしたが、第１期に引

き続き、機動的な組織的運営がなさ

れたことから、自己評価については

「順調に実施している」Ⅲと評価したも

のです。 

 

２名の監事は非常勤です。 

 

31103 ＜内部監査の推進

＞ 

「内部監査実施

要項」に基づき、

内部監査チームを

組織し、業務運営

等幅広い業務につ

いて内部監査を計

画的に実施し改善

につなげるととも

に、内部監査機能

の強化について検

討する。 

内部監査は、法人の内部統制の一環の取組みとして捉え

ている。本学の内部統制が有効に機能しているか検証・評

価するため、合法性と合理性の観点から、財務、物品、科

研費、旅費システム等の幅広い分野について実施し、各業

務について適正に処理がされていることを確認した。 

また、平成２８年度から内部監査機能を強化するため、

内部監査要項を見直すとともに、公正かつ独立の立場で監

査が実施できるように内部監査を担当する課長級のポス

トを新設するなど、内部監査に係る責任体制を整備するこ

ととした。 

 

Ⅲ  ●内部監査の目的は不正等の発

見・防止のみならず経営改善にも

及ぶものと認識しており、対象領

域は会計領域だけでなく、組織、

運営、人事労務、安全衛生、施設・

資産管理、システム、知財、資金

など法人の業務全般に及ぶと考

えているようである。しかしなが

ら、平成２７年度に実施した監査

の対象は財務、物品、科研費、旅

費システム等にとどまっており、

組織、運営、人事労務、安全衛生

には及んでいない。今後の改善を

期待したい。 

 

●これまでの見直しを行い、より

有効な体制づくりを期待する。 
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番号 年度計画 実施状況等 
法人 
評価 

委員 
評価 

委員コメント 
委員会 
評価 

評価委員会のコメントに関する大学
の意見 

は、「教員活動評価・支援制度の

結果は、勤勉手当の傾斜配分等に

は反映しないという合意の下実

施された制度である」とされてい

ることと、質問への回答の続き

で、「これとは別に勤勉手当を配

分する評価制度を運用し」とある

こととの関係が、非常にわかり難

い。矛盾しているのではないか。 

 

●教員の活動評価は、他大学でも

実施が遅れている感があるが、積

極的に実施したことは評価でき

る。 

 

●今後も評価制度に基づいた適

切な評価と運用を図って頂きた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、法人化後に勤勉手当の傾斜

配分を行うことが理事会で決定さ

れました。傾斜配分を行う際の評価

には教員活動評価・支援制度を利用

したかったのですが、約束違反にな

りますので教員の活動・支援制度と

は別に「教育」、「研究」、「地域

貢献」、「大学経営」の４点につい

て理事長や理事が査定を行うこと

になりました。 
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番号 年度計画 実施状況等 
法人 
評価 

委員 
評価 

委員コメント 
委員会 
評価 

評価委員会のコメントに関する大学
の意見 

われた。 

なお、「学長への投書箱」は、教

員満足度を向上させるための本

音の改善提案をいただくことを

期待して、法人・大学のトップで

ある理事長兼学長に直接思いを

伝える手段として設置した。匿名

性を担保するとともに、投書内容

も学長だけが知るところの制度

としている。 

 

●学長通信・投書箱の検証が示さ

れていないので、評価はできな

い。 

 

●実効性の高い勤務実態調査や

アンケート調査により裁量労働

制導入の効果検証を行って頂き

たい。 

 

●教員満足度アンケートの中で、

高い数値が欲しい項目を分析し、

対策を考えてはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

学長通信の配信及び学長への投

書箱の設置については、教員満足度

向上の取組の一つとして行っている

ものです。 

「学長通信の配信」については、学

長から教員全員に対して、日頃感じ

ていることや想いなどを学内メールで

発信するもので、平成２７年度は５回

発信しました。 

教員の反応としては、「大学の雰囲

気がとても明るくなった」、「学内の風

通しが良くなった」、「学内の流れが

変わった」等ポジティブな反応も多く、

一定の効果があったと考えていま

す。 

また、「学長への投書箱の設置」に

ついては、「学長通信の配信」とは逆

に、教員から学長へいろいろな改善

案を提案していただくための取組で

あり、提案を受けて平成２７年度にお

いては具体的な取組として、出勤簿

の廃止、研究室への網戸の設置、空

き研究室のミーティングルームとして

の使用などを実施しており、教員満足

度向上に資する取組の一つとして機

能していると考えています。 
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（参考）静岡県立大学 
・発行部数：4,300～5,000部 
・広告枠：裏表紙 全面10万円 
 1/2枠 5万円 1/4枠 3万円 

 


